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５月の住民投票では「ラストチャンス」
「二度目の住民投票の予定はありませ
ん」と宣伝していた維新のＨＰとチラシ

歯科技工士問題の解決方法を考えた懇談会
＝10月８日、東京・参議院議員会館　　　

とみだ・こうじ　1959
年生まれ。名古屋大学
大学院卒。大阪自治体
問題研究所理事、大阪
革新懇代表世話人　　

　

メ
デ
ィ
ア
の

興
亡
が
戦
国
時

代
末
期
の
様
相

に
な
り
つ
つ
あ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
広
ま
り
新
聞

な
ど
の
活
字
が
敗
走
す
る
中

で
、
か
つ
て
最
強
だ
っ
た
テ

レ
ビ
が
寝
た
き
り
老
人
に
辛

う
じ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　

夕
食
後
の
お
笑
い
強
要
番

組
の
後
に
続
く
深
夜
に
は
、

「
昼
夜
逆
転
」
と
認
定
さ
れ

た
老
人
が
コ
メ
ン
ト
の
少
な

い
海
や
山
の
景
色
の
再
放
送

を
静
か
に
楽
し
ん
で
い
る
。

　

国
の
将
来
を
決
め
る
方
策

へ
の
重
厚
な
論
議
や
労
作
も

影
響
力
を
失
い
、
古
本
屋
で

埃
を
被
っ
て
い
る
。
有
権
者

の
貴
重
な
情
報
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
発
信
す
る
。

　

中
身
の
な
い
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ
け
が
判
断
材
料
と
な
り
、

何
回
か
騙
さ
れ
て
も
そ
の
傷

に
気
づ
き
も
し
な
い
。

　

徳
川
２
６
０
年
と
大
戦
後

70
年
の
平
和
が
日
本
国
の
体

質
な
の
か
、
女
・
子
ど
も
ま

で
巻
き
込
ん
だ
狂
気
の
大
戦

が
隠
れ
た
本
性
な
の
か
、
ま

だ
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
国

に
歴
史
が
あ
る
よ
う
に
個
人

に
も
過
去
の
経
歴
が
あ
る
。

　

君
子
豹
変
と
は
言
え
、
過

去
か
ら
権
力
者
た
ち
の
本
質

を
推
理
す
る
こ
と
が
情
報
多

様
化
時
代
に
必
要
だ
ろ
う
。

今日の数字

12
　「マイナンバー」の桁数。番
号通知が始まり、事実上の国民
総背番号制に情報流出への不安
の声が相次ぐ。

民
）、
神
谷
昇
（
同
）、
宮
本

岳
志
（
共
産
）
各
衆
院
議
員

の
秘
書
に
要
請
し
た
。

　

田
村
議
員
は
、
歯
科
技
工

問
題
に
つ
い
て
「
保
険
医
協

会
な
ど
の
運
動
の
お
か
げ

で
、
私
た
ち
も
国
会
で
取
り

上
げ
る
機
会
が
出
来
た
」
と

協
会
運
動
の
意
義
を
指
摘
し

た
。
ま
た
「
き
ち
ん
と
要
求

し
、
運
動
が
実
れ
ば
診
療
報

酬
は
上
が
る
。
へ
ん
な
献
金

は
む
し
ろ
障
害
で
は
な
い

か
」
と
し
、
次
期
改
定
に
向

け
て
「
み
な
さ
ん
か
ら
の
要

望
を
一
つ
で
も
二
つ
で
も
実

現
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
た
。

れ
る
の
で
慎
重
な
検
討
が
必

要
、
製
作
技
工
と
製
作
管
理

は
密
接
不
可
分
の
行
為
で
一

体
的
に
評
価
す
る
現
行
方
式

が
ベ
タ
ー
だ
と
述
べ
た
。
補

綴
の
評
価
で
は
、
矛
盾
点
が

あ
れ
ば
「
デ
ー
タ
を
示
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
検
討
し
て
い

き
た
い
」「
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
何
を
ど
こ
に
適
切
に

配
分
す
る
の
か
と
い
う
話
に

な
る
が
、
こ
ち
ら
（
厚
労

省
）
と
し
て
も
不
公
平
感
や

矛
盾
が
あ
る
こ
と
は
望
ん
で

い
な
い
」
と
回
答
し
た
。

　

大
阪
連
絡
会
は
午
前
中
、

国
会
議
員
要
請
を
行
い
、
田

村
智
子
参
院
議
員
（
共
産
）

と
面
談
。
長
尾
敬
（
自

め
た
。

　

当
局
は
、
外
注
技
工
料
は

自
由
取
引
で
決
ま
る
、
厳
格

に
運
用
す
る
と
独
禁
法
に
触

は
、
委
託
技
工
の
取
り
引
き

ル
ー
ル
や
歯
科
技
工
士
の
労

働
な
ど
の
実
態
調
査
に
基
づ

い
た
補
綴
の
評
価
な
ど
を
求

ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
お
り
「
個
人
の
努
力

で
は
も
う
限
界
だ
」
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。
大
阪
連
絡
会

の
戸
井
氏
は
「
こ
れ
か
ら
高

齢
社
会
で
あ
り
、
欠
損
補
綴

は
増
え
る
」
と
し
て
「
国
民

要
求
に
基
づ
い
た
運
動
を
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

懇
談
会
後
は
厚
労
省
交
渉

が
実
施
さ
れ
、
同
省
の
医
療

課
長
代
理
と
歯
科
保
健
課
長

代
理
が
出
席
し
た
。
連
絡
会

団
連
歯
科
代
表
が
厚
労
省
の

補
綴
政
策
と
国
民
の
医
療
運

動
を
報
告
。
雨
松
真
希
人
全

国
連
絡
会
代
表
世
話
人
、
堀

内
照
文
衆
院
議
員
（
共

産
）、
小
野
山
幸
夫
奈
良
県

歯
科
技
工
士
会
会
長
が
、
歯

科
技
工
を
巡
る
運
動
や
状

況
、
国
会
質
問
の
経
緯
な
ど

を
報
告
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
若
い
歯

科
技
工
士
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
な
ど
で
大
手
か
ら
の

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
は
イ
レ
バ

デ
ー
の
10
月
８
日
、「
第
２

回
歯
科
技
工
問
題
を
考
え
る

懇
談
会
」
を
参
議
院
議
員
会

館
で
開
き
、
大
阪
連
絡
会
か

ら
戸
井
逸
美
代
表
世
話
人

（
協
会
副
理
事
長
）、
西
川

勝
美
世
話
人
（
技
工
士
連
絡

会
）、
江
原
豊
協
会
理
事
ら

９
人
が
、
全
国
か
ら
84
人
が

参
加
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
宇
佐
美
宏
保

イ
レ
バ
デ
ー
に
技
工
考
え
る

懇
談
会
に
全
国
か
ら
84
人
が
参
加

新
年
号
へ
の
投
稿
を
募
集

橋下・維新政治
関西学院大学教授　冨田宏治

ご案内

　

大
阪
府
知
事
・
市
長
ダ
ブ

ル
選
挙
が
迫
っ
て
来
た
。
こ

の
選
挙
を
、
橋
下
徹
氏
の
府

知
事
就
任
以
来
７
年
半
に
及

ん
だ
維
新
政
治
に
終
止
符
を

う
ち
、
ま
っ
と
う
な
府
政
・

市
政
を
取
り
戻
す
機
会
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

争
点
は
、
①
「
多
数
決
」

の
名
に
よ
る
独
裁
か
、
議
会

　

橋
下
・
維
新
政
治
の
７
年
半
を
問
う
大
阪
府
知
事
・
大

阪
市
長
ダ
ブ
ル
選
挙
が
11
月
22
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ

る
。
選
挙
の
意
義
に
つ
い
て
、
関
西
学
院
大
学
法
学
部
教

授
・
冨
田
宏
治
氏
（
政
治
学
）
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

に
よ
る「
熟
議
」と
し
て
の
民

主
主
義
の
回
復
か
②
新
自
由

主
義
的
な
「
市
場
」
万
能
主

義
に
よ
る
暮
ら
し
・
福
祉
・

医
療
・
教
育
の
破
壊
か
、
都

市
に
よ
る
ま
っ
と
う
な
「
再

分
配
」
機
能
の
回
復
か
③
首

相
官
邸
の
政
治
的
介
入
を
許

す
の
か
、
大
阪
の
こ
と
は
大

阪
で
と
い
う
「
自
己
決
定
」

の
回
復
か
―
―
の
三
つ
だ
。

維
新
政
治
の
失
敗

　

「
多
数
決
は
究
極
の
民
主

主
義
」
と
う
そ
ぶ
く
維
新
政

治
だ
が
、
こ
の
「
多
数
」
を

得
る
た
め
に
は
ウ
ソ
も
ペ
テ

ン
も
平
然
と
用
い
る
。「
都

構
想
」
の
住
民
投
票
で
「
大

阪
市
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
」

と
ウ
ソ
を
つ
き
続
け
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
ウ
ソ
と
ペ

テ
ン
で
か
す
め
取
っ
た
多
数

を
楯
に
、
府
議
会
・
市
議
会

の
「
熟
議
」
を
踏
み
に
じ

り
、
職
員
へ
の
思
想
調
査
な

ど
違
法
行
為
も
辞
さ
な
い
独

裁
政
治
が
ま
か
り
通
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

「
多
数
決
」
の
名
に
よ
る

独
裁
に
対
し
て
、
ま
っ
と
う

な
議
会
制
民
主
主
義
を
取
り

戻
し
、
議
会
に
よ
る
「
熟

議
」
を
通
し
て
、
時
間
を
か

け
て
で
も
合
意
を
形
成
し
て

い
く
。
こ
う
し
た
ま
っ
と
う

な
政
治
を
取
り
戻
す
こ
と
が

必
要
だ
。
政
治
に
は
効
率
や

ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
大
切
な
こ

と
が
あ
る
。

　

「
市
場
」
は
悪
魔
の
挽
臼

だ
。
伝
統
や
文
化
な
ど
社
会

的
に
価
値
あ
る
も
の
を
破
壊

し
つ
く
し
、
深
刻
な
貧
困
と

格
差
を
生
み
出
す
。
７
年
半

の
維
新
政
治
に
よ
っ
て
、
府

民
の
間
に
貧
困
と
格
差
が
拡

大
し
、
大
阪
経
済
は
悪
化
し

続
け
た
。

　

そ
の
結
果
、
緊
縮
財
政
に

よ
る
財
政
削
減
よ
り
も
税
収

減
の
方
が
遥
か
に
上
回
り
、

府
の
財
政
赤
字
は
急
速
に
拡

大
、
起
債
許
可
団
体
に
転
落

し
て
し
ま
っ
た
。
貧
困
の
拡

大
が
税
収
の
大
幅
減
少
を
も

た
ら
し
た
か
ら
だ
。
新
自
由

主
義
的
な
維
新
政
治
の
失
敗

は
明
ら
か
で
あ
る
。
都
市
の

「
再
分
配
」
機
能
を
取
り
戻

し
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
・

中
小
企
業
支
援
を
通
じ
て
、

府
民
の
暮
ら
し
と
生
業
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

オ
ー
ル
大
阪
の
力

　

維
新
政
治
は
、
安
倍
首
相

―
菅
官
房
長
官
と
の
太
い
パ

イ
プ
を
駆
使
し
て
、
自
民
党

府
連
や
公
明
党
府
本
部
に
横

や
り
を
入
れ
さ
せ
て
き
た
。

議
会
で
否
決
さ
れ
た
「
都
構

想
」
が
復
活
し
、
住
民
投
票

に
付
さ
れ
た
の
も
そ
の
せ
い

だ
。
大
阪
の
こ
と
は
大
阪
で

決
め
る
。
ま
っ
と
う
な
府
政

と
市
政
を
回
復
し
、「
自
己

決
定
」
と
住
民
自
治
を
取
り

戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
争
点
の
前
に
は
保
守

も
革
新
も
な
い
。
自
民
党
か

ら
共
産
党
ま
で
、
保
革
を
超

え
た「
オ
ー
ル
大
阪
」
の
力

で
、
維
新
政
治
を
う
ち
破
ろ

う
。

　

新
聞
部
は
機
関
紙
新
年
号
へ
の
会
員
投
稿
を
募
集
し
て

い
る
。

　

原
稿
は
、
①
趣
味
②
日
常
臨
床
③
新
年
に
思
う
こ
と
④

エ
ッ
セ
イ
や
俳
句
⑤
旅
行
記
⑥
干
支
（
申
）
に
関
す
る
こ

と
―
―
な
ど
。
６
０
０
字
以
内
。

　

写
真
は
、
新
年
や
冬
に
ま
つ
わ
る
風
景
・
人
物
・
家
族

写
真
な
ど
。

　

郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
（
写
真
除
く
）、
メ
ー
ル
で
新
聞
部

ま
で
。
原
稿
は
顔
写
真
を
同
封
。
11
月
末
日
必
着
。

　

フ
ァ
ク
ス　

06
―
６
５
６
８
―
０
５
６
４

　

メ
ー
ル　

akira_kn@doc-net.or.jp

大阪　　

ダブル
　　選挙

解説

「マイナンバー」対策講座
医療機関がとるべき対応とは
日時　11月14日（土）
　　　午後６時～９時
会場　Ｍ＆Ｄホール
講師　清家裕氏
　　　（協会医業税理士団税理士）
会費　 無料、会員院所未入会勤務

医１万円
定員　100人


